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明
日
を
築
く
プ
ロ
ジェ
ク
ト
の
風
景

藺牟田瀬戸架橋
甑をひとつにつなぐ架け橋

「
太
古
の
地
球
を
感
じ
る
宝
の
島
」
昨
年
3

月
に
指
定
さ
れ
た
甑
島
（
こ
し
き
じ
ま
）
国
定

公
園
の
テ
ー
マ
で
す
。

甑
島
は
、
薩
摩
半
島
西
方
約
30
㎞
の
東
シ
ナ

海
上
に
あ
り
、
有
人
の
上
甑
島
、
中
甑
島
、
下

甑
島
の
う
ち
上
甑
島
と
中
甑
島
は
平
成
５
年

に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

甑
島
の
豊
な
自
然
は
、
幸
せ
ボ
ン
ビ
ー
ガ
ー

ル
の
美
咲
ち
ゃ
ん
が
暮
ら
す
里
町
里
（
上
甑

島
）、
釣
り
バ
カ
日
誌
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
下

甑
町
手
打
（
下
甑
島
）
な
ど
で
ご
存
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
里
と
手
打
は
、
甑
島
の
両
端
の
地
で
あ

り
、
行
き
来
す
る
に
は
定
期
船
の
限
ら
れ
た
時

刻
に
ほ
ぼ
一
日
掛
か
り
の
行
程
に
な
り
ま
す
が
、

藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
（
い
む
た
せ
と
か
き
ょ
う
）

が
完
成
す
る
と
、
陸
路
で
45
㎞
、
い
つ
で
も
自

由
に
往
来
で
き
ま
す
。

島
に
あ
る
診
療
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
医
師
が
一

人
の
勤
務
体
制
で
、
島
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
Ｄ
ｒ.
コ
ト
ー
診
療
所
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
先
生
も
、
ま
だ
手
打
診
療
所
で
ご
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
医
師
の
確
保
は
常
に
離

島
の
課
題
で
あ
り
、
橋
が
架
か
る
こ
と
に
よ
り

診
療
所
の
集
約
や
連
携
体
制
を
整
え
、
医
療
の

充
実
、医
療
の
従
事
者
の
負
担
軽
減
が
可
能
と

ɹલݝౡࣇࣛ ॴࢧౡࠋ

鶴田　明寛
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な
り
ま
す
。
ま
た
、
下
甑
島
に
し
か
無
い
歯
科

診
療
所
も
全
島
で
利
用
で
き
ま
す
。

小
中
学
校
に
つ
い
て
も
、「
同
級
生
を
増
や

し
て
あ
げ
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
統
合
に
よ

る
複
式
学
級
の
解
消
も
模
索
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
災
害
や
火
災
発
生
時
に
お
け
る

三
島
で
の
応
援
体
制
、
観
光
産
業
に
お
い
て
は

多
様
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
「
甑
を
ひ

と
つ
に
つ
な
ぐ
架
け
橋
」
は
多
く
の
可
能
性
を

秘
め
て
お
り
、
島
民
の
永
年
の
夢
が
一
刻
も
早

く
叶
う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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広
域
合
併
か
ら
2
年
後
の
平
成
18

年
、
地
元
の
熱
い
期
待
を
受
け
て
、
中
甑

島
と
下
甑
島
を
結
ぶ
藺
牟
田
瀬
戸
架

橋
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
事
業
延

長
は
5.
1
㎞
。
3
本
の
ト
ン
ネ
ル
と

1
5
3
3
m 

の
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
の
下
部
工
、
水
深

が
深
い
中
央
部
の
5
つ
の
橋
脚
は
、
本
土

の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
で
躯
体
を
製

作
し
、
現
地
に
曳
航
し
て
、
潮
流
が
弱
ま

る
わ
ず
か
な
時
間
に
据
え
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
両
側
の
陸
域
に
近
い
橋
脚
は
、仮

桟
橋
を
設
け
て
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
部
工
は
、
橋
長
１
５
３
３
ｍ
、
最
大

支
間
長
１
６
５
ｍ
の
３
径
間
＋
４
径
間

×
３
（
全
15
径
間
）
か
ら
な
る
４
連
の
Ｐ

Ｃ
連
続
箱
桁
で
す
。

下
甑
島
側
の
３
径
間
Ｐ
Ｃ
連
続
箱
桁

橋
は
既
に
完
成
し
、
現
在
、
オ
リ
エ
ン
タ

ル
白
石
㈱
が
Ｐ
３
～
Ｐ
４
径
間
、
コ
ー

ア
ツ
工
業
㈱
が
Ｐ
５
～
Ｐ
７
径
間
、
㈱

ピ
ー
エ
ス
三
菱
が
Ｐ
７
～
Ｐ
８
径
間
の

工
事
を
進
め
て
お
り
、
残
る
径
間
も
順

次
工
事
が
始
ま
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

水
深
の
あ
る
中
央
部
の
橋
は
作
業
船

舶
を
使
用
し
て
海
上
施
工
、
そ
の
他
の

橋
は
下
部
工
で
使
用
し
た
仮
桟
橋
を
利

用
し
て
施
工
し
て
い
ま
す
。
私
が
担
当

し
て
い
る
Ｐ
５
～
Ｐ
７
径
間
は
海
上
施

工
の
区
間
で
、
大
型
移
動
作
業
車
を
使

用
し
た
片
持
張
出
し
架
設
工
法
で
桁
を

架
設
し
て
い
ま
す
。
海
峡
部
で
潮
流
が
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強
く
、
ま
た
南
北
方
向
に
さ
え
ぎ
る
山

が
な
い
こ
と
か
ら
、
夏
は
台
風
の
風
浪
の

影
響
を
強
く
受
け
、
冬
期
は
北
西
風
が

吹
き
付
け
る
大
変
厳
し
い
作
業
環
境
で

す
。
風
や
波
が
作
業
中
止
基
準
（
風
速

10
ｍ
／
ｓ
以
上
、波
高
１
ｍ
以
上
等
）を

超
え
る
こ
と
も
多
く
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ

キ
サ
ー
船
に
よ
る
打
設
や
起
重
機
船
に

よ
る
現
場
従
事
者
の
移
動
及
び
資
機
材

運
搬
な
ど
、苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
。

現
地
の
下
甑
島
に
作
業
所
と
宿
舎
を

構
え
、
地
元
の
み
な
さ
ん
と
の
日
々
の
交

流
か
ら
、島
に
住
む
多
く
の
方
々
が
橋
の

早
期
完
成
を
強
く
望
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
肌
で
感
じ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、こ
の
難
工
事
を
乗
り
越

え
、
本
橋
の
早
期
完
成
を
目
指
し
努
め

て
い
く
所
存
で
す
。
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